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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は、学習英文法の内容を根本的に見直し、科学的根拠を与えることにあっ

た。好ましくない有害な英語教育の内容を洗い出すこと、変化する英語を phraseologyの
立場から実態調査と分析を行い、あらたな事実を記述・説明すること、今の英語の実態を
反映していない中学校や高等学校の学習内容、受験参考書や英和辞典の内容を、科学的な
実態調査をもとに修正を求めるための研究活動を行い、いずれの点についても講演、論文、
研究発表、著書の形で成果を公表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The main purpose of this research project was to give scientific foundation to the 
contents of English education in Japan. The contents of English education in this 
country contain many false and unnatural grammatical rules and expressions 
fabricated out of those false grammatical rules. Our research results were presented in 
various ways, and new findings were constantly presented at various conferences at 
home and abroad, thus ascertaining the legibility of our findings during the past four 
years. 
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題点     (5) 学習文法の見直し 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 八木の研究の過程で、平成 18 年度のころ
に、雑誌『英語教育』のクエスチョン・ボッ

クスの回答をする中で、中学・高等学校の英
語教員採用試験問題に重大な問題があるこ
とがわかってきた。そこで、平成 17,18年度
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の問題の一部を調べると、一部の県の採用試
験問題は問題として成り立っていないもの
があることがわかった。具体的な問題点のい
くつかは、『世界に通用しない英語―あなた
の教室英語、大丈夫？』（2007）の中で明ら
かにした。 
また、その後の調査の中で、大学入試問題

の参考書、問題集にはひどく古い英語が使わ
れていたり、著者のひとりよがりの解説があ
ることがわかった。高等学校の教員などから
事情を聴くと、準教科書などと言われる参考
書などにも、同様な問題があることがわかっ
た。そこで、上記の著書の中で、問題の実態
を調べ、それを是正する基礎的な研究が必要
であることを述べた。 
大学受験関係の参考書などの英語は全体

的に文語であり、堅苦しい。従って、大学に
入って今の英語に接するととまどう学生が
多い。特に生の話し言葉は知らないことばか
りである。話し言葉に習熟するためには、文
法よりも、定形表現、成句表現など、いろい
ろな名称で呼ばれるが、塊となった表現を学
ばねばならない。英語に限らず一般に言語は、
文法規則と語彙によって発話を形成すると
いう手間を省いて、慣用的に使う要素を塊に
して記憶し、それを頻用する傾向がある。母
語話者はその塊が当たり前になってそれと
気付かないほどであるが、それが外国語とし
ての英語の学習を困難にしている。この観点
をもつ研究が phraseologyである。そのよう
な観点をもって英語を見直すと、英語学習内
容の改善点がおのずと明らかになってくる。 
本研究の目的は、学習英文法の内容を根本

的に見直し、科学的根拠を与えることにある。 
我が国の英語教育は、「英語が使える日本人
の育成」を目標にすることが明らかにされ、
そのための研究や実践が進んできた。その問
題意識の中心は、教授法や教材作成法などに
ある。しかしながら、もっとも根本的な、「教
育内容」、すなわち何を教えるか、について
は語られることは少ない。教育内容に科学的
根拠を与えるためには、第一に、英和辞典を
始めとして、大学受験参考書、いわゆる準教
科書、さらには一部の県の英語教員採用試験
問題などに含まれる好ましくない有害な内
容を洗い出すことが必要である。 
第二に、コミュニケーション重視の英語教

育と言いながら、特に高等学校の学習内容・
受験参考書の基本は、古い文語体の英語であ
り、いまの英語の実態を反映していない面が
ある。教育内容を現代英語の実態に合うよう
にするためには、科学的な実態調査と分析が
必要である。 
研究代表者・八木は、基盤研究(C)（一般）

平成 17年度～平成 19年度「英語が使える日
本人育成のための英語学習文法の体系構築
と個別的記述の見直し」の研究において、主

に英和辞典の諸問題の研究に集中した。最終
年度の 19 年にようやく学習文法全体に関わ
る問題を取り上げ始めたが、学習英文法の構
築にまではいたらなかった。その理由は、あ
まりにも問題が広範囲に存在し、さまざまな
問題の指摘に終わったところにある。そこで、
改めて、若い人たちの協力を得ながら全面的
な問題の洗い出しから始める必要が生じた。 
八木は、今日までに日本の英語教育の内容に
は、数多くの問題があることを、さまざまな
講演や学会のシンポジウム、さらには著作や
論文で明らかにしてきた。古い英語、あり得
ない英語表現などが、教室はもとより、受験
参考書、準教科書、果ては英語教員採用試験
にまで深く根付いている。古い、誤った知識
を排除すると同時に、今の英語の実態を明ら
かにし、科学的根拠をもった教育内容にしな
ければならない。 
そのために、第一に、今日までに作りあげ

られ、受け継がれてきた学習文法を総点検し、
不必要なもの、有害なものを洗い出して排除
するための研究を進めなければならない。 
第二に、話し言葉を中心とした今の英語の実
態調査を行い、その成果を利用して学習文法
に盛り込む内容を決定していかねばならな
い。そのためには、phraseology（成句研究）
の研究を推進することが必要である。
phraseology とは、細かい文法規則よりは、
無数に存在する成句の習得が、母語の習得に
も外国語の学習にも重要な役割を果たすと
いう考え方に基づく研究方法である。新たな
英語学習内容の体系を作り上げるためには、
この視点が不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
 (1) 学習文法を形成する多様な教材の中身
を点検し、問題点を洗い出すこと。 
学習文法を構成する要素のひとつは、明治

から大正にかけての、イギリスの規範文法を
基礎として作り上げられた文法（代表的なも
のは、斎藤秀三郎の Practical English 
Grammar (1898-1899)）、それをもとにした
いわゆる『山貞』などの受験参考書、教科書、
あるいは大正時代以降 OED, COD をもとに
して作られた英和辞典（代表的なものは、斎
藤秀三郎『熟語本位英和中辞典』）とその内
容のかなりの部分を受け継ぐ今の英和辞典
がある（八木克正『英和辞典の研究―英語認
識の改善のために』（開拓社,2006）/『世界に
通用しない英語』（開拓社, 2007）参照）。英
和辞典の保守性は根深いものがあり，英和辞
典の保守性は、学習文法に重大な影響を与え
ている。そして、英語教育界の保守性に根拠
を与えている。それがまた、様々な教材の保
守性の根拠にもなっている。日本の英語教育
の問題点はこのような相互に支え合う保守



 

 

性にある。八木は上記『世界に通用しない英
語』の中で、受験参考書、準教科書やその他
の教材の総点検を提案した。４年の研究期間
をかけて検証し、成果を時々にまとめながら、
数多くの論文、学会発表、講演、著書の形で
公開する。 
 (2) phraseologyの研究を進め、現代英語
の実態を明らかにすること。 
 今出されている文法書や英和辞典は必ず
しも現代英語の実態を十分に明らかにして
いない。その原因のひとつに、phraseology
の観点が欠如していることがある。日本では、
八木・井上は独自の言語データベース（コー
パス）を構築し、phraseology の観点からそ
れを利用してさまざまな英語の実態を明ら
かにしてきた。phraseology の観点からのま
とまった研究成果は、今のところ井上の博士
論 文 に修 正 を加 え た著 書 Present-Day 
Spoken English: A Phraseological 
Approach.（開拓社, 2007）だけである。こ
の観点をもって現代英語の実態調査を明ら
かにする。 
 (3) (1)(2)の成果をもとにした新たな学習
英文法書の枠組みを公開すること。 
研究期間内に学習英文法の骨子を完成し、論
文・単著書だけでなく、啓蒙的な単行書やホ
ームページ等を通じて英語教育者に開示し、
意見を求めるところまでは進める。 
 英和辞典や学習参考書や教員採用試験な
どにみられる問題点を洗い出す作業は八木
独自のものである。ここを出発点として、問
題のルーツをさぐる辞書学的研究、なぜ問題
であるのかを明らかにする言語学的研究へ
と発展する手法も八木独自の研究法である。 
phraseology 研究は、ヨーロッパでは盛ん

であるが、日本では八木と井上以外に研究者
はほとんどいない。今後も独自の研究成果を
国内で発表してゆくと同時に、海外の学会に
も報告して国際的な研究進展に貢献したい。
古いものを廃し、新しいものを採り入れる研
究を通じて英語の教育内容に科学的根拠を
与えるという視点をもった研究は独自のも
のである。 
 
３．研究の方法 
平成 20 年度は下記(1)が中心であった。特

に分担者・井上は、研究をするための環境が
十分に整っていない面があるので、その条件
整備を初年度の重点目標とした。平成 21 年
度、平成 22 年度は下記(2)、平成 23 年度は
研究期間の最終年として下記(3)が中心とな
った。研究期間を通じて研究会を開催した。
また、研究成果は国内外の学会での口頭発表、
あるいは論文・著書はその都度刊行した。 
(1) 基盤整備と分析対象資料、データ収集 
① 学習文法（教員採用試験・大学入試問題
なども含む）の総点検のための文献収集と分

析。 
② 現代英語の実態調査と分析のための機
器、書籍などの整備。 
③ 院生などの協力によるデータの収集・整
理。 
(2) 分析と研究、研究成果発表 
① 英語ネイティブスピーカーをインフォ
ーマントとする調査。 
② 研究代表者と分担者、またデータ整理な
どの協力者による研究会の開催。 
③ 研究成果をまとめて、内外の学会で研究
発表。 
④ 研究成果をまとめて、内外の学会誌への
投稿、著書の執筆。 
(3) 学習文法体系構築 
 研究成果をもとに、最終目標である学習英
文法の新たな体系の構築。 
 
４．研究成果 
平成 20 年度 
研究初年度である平成 20年度の目標を「基

盤整備，分析対象資料とデータ収集、研究グ
ループの意思統一」と位置づけて、その達成
に努力してきた。その結果、ほぼ目標を達成
した。 
我々は phraseology の研究を重ね、８月に

Helsinki 大学で開催された Europhras 2008
（ヨーロッパ phraseology 学会 2008 年度大
会）でそれぞれ別の研究発表を行い、それぞ
れに一定の評価を得ることができた。 
日本的な英語研究は phraseology の重要性

を念頭においた研究の歴史である。その研究
はイギリスの言語学にも影響を与えている。
一方で多くの問題のある認識をそのまま受
け継いできたという問題があることも明ら
かにした。その問題点の多くは、英文法書や
学習参考書の中で受け継がれている。この面
での学会報告や論文執筆を行ってきた。 
 
平成 21 年度 
前年度に引き続き、英語教育内容に科学的

根拠を与えるために、第一に、英和辞典を始
めとして、大学受験参考書、いわゆる準教科
書、さらには一部の県の英語教員採用試験問
題などに含まれる好ましくない有害な内容
を洗い出す研究を進めた。 
第二に、教育内容を現代英語の実態に合うよ
うにするためには、科学的な実態調査と分析
を進めた。 
このような問題意識を前提に、日本の英語

教育の内容を根本的に見直すための研究を
phraseology の観点から推進してきた。2009
年７月に phraseologyについての国際会議を
主催、2010 年２月に言語研究の実証性をテー
マにした４名の講師とコメンテーター１名
による講演会を主催するなど、国内外の共同
による研究推進をおこなった。また、研究成



 

 

果を報告する講演に招待され、議論を深める
ことができた。八木は、北京第二外国語学院
にも招待を受け、２つの講演をおこなった。 
 
平成 22 年度 
八木の「同等比較は最上級の意味を持つ

か？（上）（下）」が、100 年以上続いてきた
英語教育の重要な文法事項「同等比較 as … 
as any/ as … as ever が最上級の意味をも
つ」とする内容が根拠をもたない、無用な「文
法」であることを指摘した。このような問題
点は、単にこの事実にとどまらない、文法全
体の批判的検討を迫る問題提起である。この
他、「英語教員のためのリフレッシュ講座」
の招待講演で私立の高等学校の入試問題の
数多くの問題点を指摘し、中高の先生方と問
題点を共有した。 
現代英語の分析と新しい定型表現の傾向

を、内外の学会の大会や、研究論文で論じた。
井上の「新しいフレーズの実態－until to の
場合」がその論文の１つである。 
日本で初めての「phraseology 研究会」を

立ち上げ、２回の研究会を主宰し、数多くの
発表をしてもらった。また、2009 年度に開催
した国際的な研究会で発表された論文をま
とめた論文集を１冊の本の形にして出版し
た。学習文法の枠組みを構築する方向は、こ
れからの課題となる。 
 
平成 23 年度 
 基本的な問題意識と研究の推進方法に変
化はないが、根本的な点で「学習文法の見直
し」というよりは、「英語学習内容全体の見
直し」の方向に移行してきた。それほど根本
的に内容を見直す必要があることがわかっ
てきたのは、phraseology の研究によるもの
である。また、phraseology の研究とヨーロ
ッパの言語に関する「参照枠」(Common 
European Framework of Reference)との深い
関わりがわかってきたからである。この観点
から日本英語コミュニケーション学会で八
木が司会兼講師、井上が講師として、シンポ
ジウムを行った。 
 とりわけ、八木の２冊の著書『英語の疑問 
新解決法』（三省堂）、『英語教育に役立つ 英
語の基礎知識 Q & A』（開拓社）は、これまで
研究してきたことの集大成である。また、井
上は phraseologyの立場から新たな英語の実
態を明らかにする研究に取り組み、国際現代
英語学会（ドイツ）、アジア辞書学会などの
国際学会で成果発表した。また、日本英語コ
ミュニケーション学会の学会誌に掲載され
た it looks that …の構造を論じた論文に学
会賞（奨励賞）が授与された。 
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